
力
作

募
集
中

あ
て
先
…

あ
て
先
…
匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

  

〒
２
８
９
―
２
１
９
８

〒
２
８
９
―
２
１
９
８

  

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２
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３
回
目
と
な
る
「
八
社
参
り
短

路
コ
ー
ス
」
は
、
田
町
区
に
ま
つ

ら
れ
る
「
天
満
宮
」
と
「
辯べ

ん

財ざ
い

天て
ん

」

を
お
参
り
し
ま
し
た
。

　
「
八
社
参
り
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
「
合
格
祈
願
・
学
力
向
上
」
の

ご
利
益
が
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、

天
満
宮
は
平
安
時
代
初
期
の
菅す

が

原わ
ら
の

道み
ち

真ざ
ね

を
ま
つ
り
、「
学
問
の
神
」
と

し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
の
天
満
宮
は
八
日
市
場
村

の
３
人
が
願
主
と
な
り
、
１
８
４

２
（
天
保
13
）
年
５
月
に
石せ

き

祠し

（
石

の
宮
）
が
ま
つ
ら
れ
ま
し
た
。
境

内
の
石
灯
籠
や
手ち

ょ
う
ず水

石い
し

も
村
人
が

寄
進
し
、
１
８
０
３（
享
和
３
）
年

８
月
造
立
の
大
杉
大
明
神
の
石
祠

は
「
惣
若
者
中
」
が
ま
つ
り
ま
し
た
。

大
杉
神
社
の
本
社
は
茨
城
県
稲
敷

市
安あ

波ば

に
あ
り
、「
あ
ん
ば
様
」
と

呼
ば
れ
市
内
で
も
石
祠
が
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
。

　
「
八
社
」
に
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
浅
間
神
社
の
石
祠
は
１
７

９
９
（
寛
政
11
）
年
正

月
に「
田
町
氏
子
中
」と

福
善
寺
の
末
寺
・
正

し
ょ
う

光こ
う

院い
ん

に
よ
り
ま
つ
ら
れ
ま

し
た
。
毎
年
７
月
１
日

の
浅
間
参
り
は
現
在
も

続
け
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

辯
財
天
は
、
田
町
池

端
の
、
か
つ
て
用
水
に

使
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ

る
池
の
太
鼓
橋
を
渡
っ

た
先
に
ま
つ
ら
れ
て
い

ま
す
。
水
の
守
り
神
と

し
て
信
仰
さ
れ
た
名
残

な
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら「
八
社
参
り
」に
は
多
く

の
ご
利
益
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

江
戸
時
代
の
神
社
に
は
、
寺
院

の
本
末
寺
帳
の
よ
う
な
統
一
的
な

記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

明
治
に
な
り
、
１
８
７
９
（
明

治
12
）
年
に
神
社
の
祭
神
由
緒
、

社
殿
、
境
内
、
氏
子
数
な
ど
に

つ
い
て
県
に
提
出
さ
れ
た
「
千
葉

県
神
社
明
細
帳
」
は
、
そ
の
後
の

改
正
・
訂
正
や
削
除
な
ど
が
あ
り
、

神
社
の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
が
で

き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の

中
央
地
区
、
当
時
の
八
日
市
場
村

で
こ
の
明
細
帳
に
記
載
さ
れ
る
の

は
、
八
重
垣
神
社
、
東
照
宮
、
浅

間
神
社
、
八
幡
大
神
、
猿
田
彦

大
神
の
５
社
で
、
こ
れ
が
継
承
さ

れ
、
こ
の
５
社
が
「
千
葉
県
宗
教

法
人
名
簿
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
明
細
帳
に
由
緒
が
あ
る
の
は
、

八
重
垣
神
社
と
東
照
宮
の
２
社
の

み
で
す
。

　

市
民
の
方
か
ら
「
仲
町
の
八
幡

大
神
と
し
て
い
る
が
、
神
社
管
理

を
仲
町
区
と
砂
原
区
が
共
同
で

行
っ
て
い
る
。
説
明
が
誤
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
ご
指
摘

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
同
神

社
の
部
分
を
訂
正
し
ま
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・
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八
社
参
り 

ᷳ
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八
日
市
場
を
歩
く

大
縞
の
セ
ル
涼
し
げ
の
母
と
ほ
し

大
縞
の
セ
ル
涼
し
げ
の
母
と
ほ
し  

八
日
市
場
ロ　

八
日
市
場
ロ　

髙
安
せ
い
子

髙
安
せ
い
子

椎
若
葉
里
山
わ
っ
と
ふ
く
ら
め
り

椎
若
葉
里
山
わ
っ
と
ふ
く
ら
め
り  

横
須
賀　
　
　

横
須
賀　
　
　

岩
井　

や
す

岩
井　

や
す

手
の
届
く
高
さ
に
母
の
吊
し
柿

手
の
届
く
高
さ
に
母
の
吊
し
柿  

横
須
賀　
　
　

横
須
賀　
　
　

吉
野　

ヨ
シ

吉
野　

ヨ
シ

万
緑
を
左
右
に
分
け
て
舟
下
る

万
緑
を
左
右
に
分
け
て
舟
下
る  

八
日
市
場
ハ　

八
日
市
場
ハ　

江
波
戸
知
巳

江
波
戸
知
巳

懐
し
き
人
に
と
き
め
く
花
芙
蓉

懐
し
き
人
に
と
き
め
く
花
芙
蓉  

飯　

高　
　
　

飯　

高　
　
　

安
藤　

建
子

安
藤　

建
子

揚
羽
来
る
弓
道
場
の
大
鏡

揚
羽
来
る
弓
道
場
の
大
鏡  

若
潮
町　
　
　

若
潮
町　
　
　

光
瀨
甲
江
子

光
瀨
甲
江
子

仕
上
砥
を
置
い
て
立
ち
た
る
青
嵐

仕
上
砥
を
置
い
て
立
ち
た
る
青
嵐  

内　

山　
　
　

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

椿　
　

和
枝

何
も
か
も
押
入
れ
ま
か
せ
夏
の
部
屋

何
も
か
も
押
入
れ
ま
か
せ
夏
の
部
屋  

今　

泉　
　
　

今　

泉　
　
　

野
仲　

妙
子

野
仲　

妙
子

雷
雨
や
む
音
無
く
帰
る
救
急
車

雷
雨
や
む
音
無
く
帰
る
救
急
車  

栢　

田　
　
　

栢　

田　
　
　

石
田　
　

健

石
田　
　

健

オ
ー
デ
ィ
コ
ロ
ン
使
い
残
し
て
妻
逝
き
ぬ

オ
ー
デ
ィ
コ
ロ
ン
使
い
残
し
て
妻
逝
き
ぬ  

栢　

田

栢　

田  

櫻
井
富
美
雄

櫻
井
富
美
雄

農
繁
期
昼
は
立
ち
食
い
握
り
飯

農
繁
期
昼
は
立
ち
食
い
握
り
飯  

木　

積

木　

積  

佐
久
間
美
智
子

佐
久
間
美
智
子

満
腹
へ
目
が
欲
し
く
な
る
バ
イ
キ
ン
グ

満
腹
へ
目
が
欲
し
く
な
る
バ
イ
キ
ン
グ  

飯　

高　
　
　

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

林　

サ
ダ
子

立
ち
食
い
の
蕎
麦
で
噎
せ
て
る
食
通
家

立
ち
食
い
の
蕎
麦
で
噎
せ
て
る
食
通
家  

八
日
市
場
ホ　

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

大
木
波
津
恵

取
り
皿
へ
人
柄
の
出
る
バ
イ
キ
ン
グ

取
り
皿
へ
人
柄
の
出
る
バ
イ
キ
ン
グ  

堀　

川　
　
　

堀　

川　
　
　

勝
又　

康
之

勝
又　

康
之

夜
勤
明
け
立
ち
食
い
蕎
麦
に
目
を
細
め

夜
勤
明
け
立
ち
食
い
蕎
麦
に
目
を
細
め  

東
小
笹　
　
　

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

江
波
戸
京
子

仁
王
立
ち
海
で
頬
張
る
握
り
飯

仁
王
立
ち
海
で
頬
張
る
握
り
飯  

横
須
賀　
　
　

横
須
賀　
　
　

鈴
木　

春
子

鈴
木　

春
子

夏
バ
テ
は
す
る
が
夏
痩
せ
し
な
い
妻

夏
バ
テ
は
す
る
が
夏
痩
せ
し
な
い
妻  

飯　

高　
　
　

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

松
野　

敏
昭

一
呼
吸
す
る
ご
と
増
え
る
恥
の
数

一
呼
吸
す
る
ご
と
増
え
る
恥
の
数  

春　

海　
　
　

春　

海　
　
　

八
角　

宗
林

八
角　

宗
林

人
生
は
転
ん
で
起
き
る
く
り
返
し

人
生
は
転
ん
で
起
き
る
く
り
返
し  

川　

辺　
　
　

川　

辺　
　
　

及
川　

利
道

及
川　

利
道

川　

柳

川　

柳  

鈴
木
鈴
木  

十
世
志

十
世
志  

推
薦
推
薦

  

川
口
川
口  

城
司
城
司  

推
薦
推
薦

  

川
口
川
口  

城
司
城
司  

推
薦
推
薦

田町池端、太鼓橋の先にまつられる「辯財天」
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